
大久保区の公民館運営委員会環境整備活動

新体制スタート新体制スタート2

6人が町の課題を問う6人が町の課題を問う 8

住んでみてどうでぇ？住んでみてどうでぇ？16

山梨県富士川町議会山梨県富士川町議会

う～ん、これでガチガチの瓶のフタが開くはずねえじゃん？！
そこで開かなかった瓶のフタで試したところ…、
パカっと開けられました！！さすが警視庁！

警視庁の「堅い瓶のフタを開ける方法」がマジですごかった！

この現象は「瓶の底を叩くと振動が与えられ、瓶とフタの間に
空気が入り、開けやすくなるため」だという。道具も使わず力も
使わないので「災害時に役立つ」とのこと。

警視庁警備部災害対策課
道具も力もいらない瓶のフタの開け方
警視庁警備部災害対策課
道具も力もいらない瓶のフタの開け方ちえぶくろちえぶくろちえぶくろちえぶくろ

1 瓶を逆さに立てる。
2 手で軽く叩く。…以上です！って…?
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制でスタート！ 4年間の
努力目標！

秋山　仁
●総務産業建設常任委員会
●広報常任委員会

議長あいさつ
  合併から8年が経過し、今年度からは第二次総合計画の下
での町づくりが始まります。また本町を取り巻く環境も大きく変化
し、議会の果たす役割もさらに重要となっています。そして議会
においては最高規範である「議会基本条例」も適用されること
になりました。
 時代の変化と議会改革が進む中、二元代表制の下での意思
決定機関である議会の機能を最大限に発揮した活動を推進す
るとともに、町民福祉の向上および町政の発展に寄与するため
の議会構築を行っていきます。
　議員一人一人が、日々研さんを重ね資質の向上を図り、町民
の皆さまの信頼と期待に応えられる議会運営を目指します。

鮫田洋平副議長
●教育厚生常任委員会
●広報常任委員会

『富士川町民
　　でよかった!』
胸を張って
言える町に…

町民の声を
第一に考え、
新しい地域づくり
に向け、精一杯
努力致します

あなたの声を
町政に・
語ろう夢を
次の時代へ

樋口正訓
●総務産業建設常任委員会

井上和男
●広報常任委員会副委員長
●総務産業建設常任委員会

豊かな自然・
豊かな心、　
富士川町の未来
のために
今できる事を
今やります

望月　眞
●教育厚生常任委員会副委員長

課題は何か、
どうすることが
必要か、何ができ
るかを考え議員
活動を推進
します

秋山　稔
●教育厚生常任委員会
●広報常任委員会

皆さんの代表
として勇気・
元気・奮起を
持って頑張り
ます

結果だけでは
なく、経緯も
わかりやすく
お伝えします

笹本壽彦
●教育厚生常任委員会
●広報常任委員会
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新議会！井上体富士川町
の

未来のた
めにあ す

堀内春美
●広報常任委員会委員長
●総務産業建設常任委員会

おもいやり
みんなで創ろう
富士川の里

一人の声を
大切に、

笑顔輝く富士川
町を目指し
全力で取り
組みます

小林有紀子
●教育厚生常任委員会委員長

成田　守
●総務産業建設常任委員会
　副委員長

井上光三議長

“春風を以て
　人に接し、
秋霜を以て
　自ら粛む" 
自分も議会も

町民の明るい
未来の礎を
築きます。
未来思考

～夢をかたちに～

長澤　健
●議会運営委員長
●総務産業建設常任委員会

皆の笑顔が
輝く町・特に
子どもたちが
安心して暮らせる
町にします

常に
みなさまの
代弁者です

青栁光仁
●議会運営委員会副委員長
●教育厚生常任委員会

深澤公雄
●総務産業建設常任委員会
　委員長

常に先を
見据えながら、
考え行動します

特別委員会設置
議会改革特別委員会
委　員　長 長澤　健 副委員長 青栁光仁 委　　員 全議員

　議会の機能、役割の重要性を踏まえ、より透明で
効率かつ町民の意見が反映される議会運営を目指
し、議会のあり方などについて改善、改革に関し調
査研究していく。

目的

リニア対策特別委員会
委　員　長 井上和男 副委員長 樋口正訓 委　　員 全議員

リニア中央新幹線の建設に関して、本町では、ルー
トにかかる住宅の移転補償対策、沿線の騒音、日照
権や水資源への影響など生活環境への配慮や、リニ
ア甲府駅までのアクセス道の整備などに対して調査
研究していく。

目的
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7億205万円
90億6523万円

町長の政策補正予算に
補正後の予算総額

7億205万円
90億6523万円

町長の政策補正予算に
補正後の予算総額

6月定例会6月定例会
で決まったこと

　平成30年6月定例議会を15日から25日（11日間）
まで開催した。
　補正予算、条例改正、人事案件などを審議し、
すべて原案のとおり全会一致で可決、同意した。

特別会計補正予算
簡易水道事業特別会計補正予算 4,595万円
下水道事業特別会計補正予算 70万円

かじかの湯事業特別会計補正予算 184万円

おもな一般会計補正予算
リニア工事用道路整備工事関連
町営殿原団地（H棟・K棟）解体工事
土地開発基金土地購入費
地域活動支援センター基礎的事業
児童館ネットワーク連携工事関連
町民交流広場建設工事関連
かじかの湯温泉井戸孔内改修工事関連
給食センター実施設計業務関連
ICT教育機器購入費関連
ますほ文化ホールマルチエアコン更新工事

1億8,500万円
1,566万円
840万円
600万円
793万円

1億7,002万円
2,399万円
7,685万円
634万円
549万円

リニア建設により解体される殿原団地

人　事

●公平委員会委員
保坂茂明再任 （中部）

●教育委員会委員
中村髙志再任 （青柳町）
望月正人（五開）再任

●鹿島財産区管理会委員
保坂重機再任 （中部）
保坂順一（中部）再任

齋藤武雄再任 （中部）
保坂　治（中部）再任

保坂文彦再任 （中部）
齋藤正輝（中部）再任

望月俊英再任 （中部）
●カラマツオ外三十山恩賜林
　保護財産区管理会委員

望月利彦（五開）新任

栁澤育雄新任 （五開）

●第二次富士川町総合計画基本構想及び基本計画の策定

総合計画

意見書
●太陽光発電設備の立地規制等に係る法整備等を
　求める意見書提出
提出先：内閣総理大臣、総務大臣、衆参議院議長など

●富士川町税条例等の一部を改正する条例
地方税法等の一部改正に伴うもの。

●富士川町都市計画税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部改正に伴うもの。

●富士川町介護保険条例等の一部を改正する条例
介護保険法の一部改正に伴うもの。

条例改正

（敬称略）



お
も
な
質
疑

富士川町乗合タクシー（デマンドバス）
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問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
貸
付
金
が
、

当
初
予
算
元
利
6
億
5
千
4
5
0
万

円
、
を
29
年
度
補
正
で
1
億
5
千
万

円
減
額
し
た
理
由
は
。

答　

昨
年
6
月
に
6
億
5
千
万
円
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
幹
事
会
、
金
融

機
関
か
ら
、
富
士
川
・
市
川
三
郷
両

町
の
限
度
額
を
10
億
円
と
し
て
、
経

営
努
力
す
る
方
針
で
減
額
と
な
っ
た
。

問　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
状
況
の

評
価
と
課
題
は
。

答　

町
の
広
報
4
月
号
で
特
集
を
組

み
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、

使
っ
て
い
る
方
々
の
9
割
か
ら
、
お

お
む
ね
便
利
だ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

増
穂
地
区
は
タ
ク
シ
ー
2
業
者
が
フ

ル
デ
マ
ン
ド
方
式
で
運
行
し
て
い
る

が
、
鰍
沢
地
区
は
1
業
者
な
の
で
乗

車
が
停
留
所
に
限
ら
れ
た
り
、
待
ち

時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

問　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク

シ
ー
」
を
導
入
す
る
際
に
、
補
助
す

る
制
度
を
つ
く
っ
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。

答　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク

シ
ー
と
は
、
車
い
す
で
も
利
用
で
き

る
タ
ク
シ
ー
で
、
車
両
自
体
が
高
額

で
あ
り
、
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
も

必
要
と
な
る
。
町
内
の
タ
ク
シ
ー
業

者
が
今
す
ぐ
に
導
入
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
60
万
円
を
上
限
に
補
助
で

き
る
制
度
を
整
え
て
お
く
も
の
で
あ

る
。

問　

「
犬
や
猫
の
糞
害
」
に
対
し
て
、

条
例
等
を
整
備
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

富
士
川
町
に
は
『
犬
管
理
条

例
』
は
あ
る
が
「
糞
害
の
項
目
は
な

い
」
。
こ
れ
ら
は
意
見
を
受
け
て
い

る
の
で
現
在
検
討
し
て
い
る
。

問　

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
分

担
金
（
ゆ
ず
の
郷
）
の
補
正
額
が

5
6
0
万
4
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
本
来
は
当
初
予
算
で
計
上
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

昨
年
度
末
に
県
に
確
認
を
し
て

当
初
予
算
を
計
上
し
た
が
、
差
異
が

生
じ
た
た
め
、
県
予
算
に
合
わ
せ
事

業
の
負
担
金
を
計
上
し
た
。

問　

富
士
川
町
第
二
次
総
合
計
画
で
、

閉
校
し
た
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て
目

標
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当

学
校
は
ど
こ
か
。

答　

平
成
30
年
は
五
開
小
学
校
、
33

年
は
五
開
・
増
穂
西
小
学
校
、
37
年

は
五
開
・
増
穂
西
・
鰍
沢
中
部
小
学

校
で
あ
る
。

問　

29
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
全

体
件
数
は
。

答　

3
1
7
2
件
。

問　

総
合
計
画
の
中
間
年
度
で
の
検

証
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

総
合
計
画
は
前
期
と
後
期
に
分

か
れ
て
い
る
の
で
、
前
期
の
4
年
間

の
検
証
を
生
か
し
な
が
ら
、
未
達
成

の
も
の
は
後
期
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。

問　

総
合
計
画
の
検
証
結
果
を
し
っ

か
り
情
報
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

前
期
の
検
証
結
果
の
発
信
が
必

要
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。

　議題に供された「事柄」「案件」について疑義をた
だすものと、所信表明や報告、執行機関に対して疑
義をただすこと。また質問すること。
　議会中であれば、現に議題になっている事柄や案
件に対して疑問点をただすこと。議員が議会で発言
する場は『一般質問』と『質疑』、それと議員個人の
賛否を意見表明する際の『討論』があります。

質疑とは…？



6月定例議会

（
防
災
課
）

問　

防
犯
費
消
耗
品
54
万
円
の

詳
細
は
。

答　

L
E
D
防
犯
灯
を
50
基
購

入
し
、
希
望
す
る
地
区
に
配
布

す
る
。

問　

J
‐
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信

機
交
換
工
事
と
は
。

答　

機
種
の
交
換
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
処
理
速
度
の
精
度
お

よ
び
安
定
性
が
増
す
た
め
の
も

の
。

（
都
市
整
備
課
）

問　

利
根
川
公
園
ト
イ
レ
移
設

工
事
と
は
。

答　

鰍
沢
白
子
地
区
の
朝
市
会

場
で
使
用
し
て
い
た
ユ
ニ
ッ
ト

ト
イ
レ
を
、
利
根
川
公
園
内
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
プ
ー
ル
と
の

間
の
駐
車
場
北
側
に
移
設
す
る
。

（
政
策
秘
書
課
）

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
職
員

賃
金
と
は
。

答　

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
1
人
を
募
集
し
、
8

カ
月
分
の
賃
金
を
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
P
R
キ
ャ

ラ
バ
ン
と
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
た
め
、
ぴ
っ
か

り
高
木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ
う

氏
が
、
首
都
圏
を
中
心
に
イ
ベ

ン
ト
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組

で
、
町
の
P
R
と
と
も
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
経
費
で
あ
る
。

（
上
下
水
道
課
）

問　

簡
易
水
道
経
営
戦
略
策
定

業
務
と
は
。

答　

事
業
経
営
の
健
全
化
、
効

率
化
へ
の
取
り
組
み
方
針
を
示

し
、
簡
易
水
道
に
お
け
る
整
備

計
画
と
財
政
計
画
を
見
通
し
た

10
年
計
画
の
策
定
業
務
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

（
管
財
課
）

問　

土
地
開
発
基
金
土
地
購
入

費
約
8
4
0
万
円
と
は
。

答　

土
地
開
発
基
金
で
購
入
し

た
町
道
青
柳
10
号
線
南
側
の
土

地
3
9
5
・
64
㎡
を
普
通
財
産

と
し
て
売
却
す
る
た
め
、
土
地

開
発
基
金
か
ら
購
入
す
る
費
用

で
あ
る
。

問　

町
有
林
現
地
調
査
業
務
と

は
。

答　

国
が
進
め
る
森
林
経
営
計

画
制
度
に
伴
う
町
有
林
の
、
経

営
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
町

有
林
の
場
所
の
特
定
、
現
況
調

査
、
標
準
地
と
し
て
の
一
定
面

積
内
の
立
木
の
材
積
等
を
調
査

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
産
業
振
興
課
）

問　

か
じ
か
の
湯
に
か
か
る
予

算
を
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

に
計
上
し
て
い
る
が
そ
の
基
準

は
。

答　

管
理
運
営
に
関
す
る
経
費

は
特
別
会
計
に
、
建
物
お
よ
び

付
帯
設
備
、
備
品
等
に
か
か
る

修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
い
た
指
定
管
理
者
と

の
協
定
を
基
準
と
し
て
一
般
会

計
に
計
上
す
る
。

6

利根川公園トイレ設置予定地

土地開発基金から購入する町道青柳10号線南側の土地

旧
国
道
52
号
線
か
ら
第
4

保
育
所
に
つ
な
が
る
道
路

町
道
青
柳
10
号
線



（
生
涯
学
習
課
）

問　

山
車
修
繕
補
助
に
10
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
の
助
成
対
象
外
の
経
費
の
補

助
と
し
て
、
50
万
円
を
限
度
に

3
分
の
1
を
助
成
す
る
。

問　

文
化
ホ
ー
ル
マ
ル
チ
エ
ア

コ
ン
更
新
工
事
の
内
容
は
。

答　

3
年
計
画
で
全
て
取
り
換

え
る
。
今
年
度
は
1
階
の
楽

屋
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室
・
事
務
系

統
を
取
り
換
え
る
。

（
教
育
総
務
課
）

問　

旧
西
小
P
C
B
処
分
業
務

と
は
。

答　

旧
西
小
を
譲
渡
し
た
時
に

調
査
を
し
、
型
番
が
見
え
な
い

蛍
光
灯
が
あ
っ
た
。
国
の
基
準

に
基
づ
い
て
処
分
す
る
こ
と
に

し
た
。

問　

I
C
T
教
育
機
器
購
入
費

の
内
訳
は
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
増
穂
小
70

台
・
南
小
3
台
・
鰍
沢
小
8

台
・
増
穂
中
31
台
・
鰍
沢
中
8

台
・
合
計
1
2
0
台
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
鰍
沢
小
2
台
・
増
穂

中
3
台
の
合
計
5
台
。
5
カ
年

計
画
で
3
・
2
人
に
1
台
の
予

定
で
あ
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
工
事

の
内
容
と
は
。

答　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
と
本
庁

と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
設
置
で

あ
る
。

問　

水
道
受
益
者
負
担
金
の
内

容
は
。

答　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
が
来
年

1
月
末
の
完
成
予
定
で
、
下
水

道
加
入
負
担
金
で
あ
る
。

問　

警
備
シ
ス
テ
ム
・
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
工
事
の
内
容
は
。

答　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
に
赤
外

線
対
応
の
防
犯
カ
メ
ラ
2
台
・

新
警
備
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
。

（
福
祉
保
健
課
）

問　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

基
礎
的
事
業
は
、
引
き
こ
も
り

対
策
と
し
て
専
門
職
員
を
配
置

す
る
民
間
の
障
害
福
祉
事
業
所

へ
委
託
し
、
社
会
参
加
・
社
会

復
帰
さ
ら
に
就
労
支
援
に
つ
な

げ
、
早
期
に
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
事
を
目
的
と
し
た
事
業

で
あ
る
。
継
続
し
た
予
算
の
考

え
は
。

答　

地
方
交
付
税
措
置
で
あ
り
、

後
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

接
種
償
還
分
と
は
。

答　

65
歳
以
上
の
方
の
接
種
に

対
し
、
県
外
の
医
療
機
関
等
、

契
約
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し

た
人
の
償
還
分
で
あ
る
。

7

鰍沢上町の山車保存庫

タブレットを使った授業（増穂中）

●まだ27歳になっていない人に････
◆27歳と4ヶ月と16日目というのは生まれて10,000日目なのです！
◆桁が上がる最後の記念日です。1,000日は3歳までで通過しています。
◆10,000日は盛大に祝ってみてはいかがですか？

ちょっと…
気分を変えて



中学校の再編の考えは

さまざまな教育制度
から論議を深める

問　

学
校
規
模
適
正
化
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
鰍
沢
中
部
小
学

校
、
増
穂
西
小
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
統
合
し
た
が
、
教
育
環
境
の

変
化
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

集
団
学
習
に
よ
る
教

育
効
果
が
保
た
れ
、
豊
か
な
人

間
性
や
社
会
性
が
育
ま
れ
、
良

好
な
教
育
環
境
が
確
保
で
き
て

い
る
。

問　

平
成
27
年
6
月
議
会
で
、

鰍
沢
中
学
校
の
教
育
環
境
に
つ

い
て
質
問
し
た
時
、
中
学
校
は

当
分
現
状
の
配
置
を
継
続
し
、

児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
今
後
生
徒
数
が

大
幅
に
増
え
る
と
は
考
え
に
く

い
。
将
来
に
向
け
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
、
中
学
校
再
編
の
考
え

は
。

教
育
長　

中
学
校
の
学
校
規
模

は
6
学
級
以
上
で
20
名
程
度

以
上
の
学
級
規
模
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

町
の
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方

針
に
お
い
て
、
「
当
分
の
間
は

現
状
で
の
配
置
を
継
続
す
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
町

の
生
徒
数
は
33
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
鰍

沢
中
学
校
は
集
団
学
習
な
ど
に

よ
る
教
育
効
果
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
学
校
規
模
適
正
化
基
本

方
針
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

問　

い
ず
れ
は
再
編
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
は
く
る
。

中
学
校
を
1
校
に
す
る
の
も
ひ

と
つ
の
選
択
肢
だ
。
時
期
と
場

所
は
相
互
に
関
連
し
て
く
る
。

今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
数
の
推
移

を
吟
味
し
、
教
育
的
視
点
で
課

題
を
出
し
、
学
校
再
編
、
義
務

教
育
学
校
を
含
む
小
中
一
貫
教

育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
制

度
か
ら
最
善
の
選
択
と
な
る
よ

う
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問　

か
じ
か
の
湯
が
町
営
と
な

り
2
カ
月
が
過
ぎ
た
、
い
ま
経

営
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
だ
が
、
改
善
の
課
題

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

離
れ
て
い
っ

た
利
用
客
の
復
帰
、
食
堂
の
再

開
と
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
物
品

販
売
の
見
直
し
、
新
規
利
用
者

の
獲
得
、
P
R
策
、
セ
ッ
ト
料

金
の
検
討
、
職
員
の
育
成
な
ど

の
改
善
。
ま
た
、
施
設
面
で
、

改
修
が
必
要
な
箇
所
を
計
画
的

に
改
修
し
て
い
く
。

問　

地
元
五
開
区
と
の
連
携
は
。

産
業
振
興
課
長　

地
元
農
産
物

の
販
売
、
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
運

営
の
「
こ
ど
も
・
ふ
れ
あ
い
・

ゆ
め
空
間
」
、
地
元
主
催
「
星

ふ
る
里
の
夏
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
、
ま
た
、
地
元
の
方
が
、
か

じ
か
の
湯
で
朝
市
を
開
催
し
た

い
と
の
話
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
元
と
連
携
し
利
用
促

進
と
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

議員深 澤 公 雄

か
じ
か
の
湯
の

改
善
課
題
は
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小中学校給食費を
完全無償化に
現時点では
考えていない

給食おいしいよ（増穂小児童）

問　

6
人
に
1
人
が
貧
困
の
時

代
だ
と
い
う
現
在
、
義
務
教
育

課
程
で
あ
る
小
中
学
校
の
給
食

費
の
完
全
無
償
化
を
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
先
生
方
の
給
食
費
の
集

金
に
費
や
す
労
力
を
子
ど
も
た

ち
に
向
け
る
こ
と
も
で
き
、
さ

ら
に
定
住
促
進
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

教
育
長　

近
年
、
子
育
て
支
援

策
の
一
環
と
し
て
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
の
動
き
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
本
町
で
は
給
食
費

支
援
と
し
て
、
生
活
保
護
世
帯

お
よ
び
準
じ
る
世
帯
に
対
し
て

は
、
全
額
を
給
付
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
家
庭
に
お
い
て
は
第

二
子
を
半
額
、
第
三
子
以
降
の

給
食
費
を
全
額
補
助
し
て
い
る

の
で
現
時
点
で
は
、
学
校
給
食

費
の
完
全
無
償
化
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

完
全
無
償
化
と
な
る
と

5
8
7
5
万
円
と
な
る
が
、
児

童
生
徒
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

よ
り
、
5
校
で
か
か
っ
て
い
た

管
理
費
な
ど
の
削
減
お
よ
び
材

料
の
一
括
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

町
の
宝
で
あ
る
次
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て

健
康
に
義
務
教
育
時
代
を
過
ご

せ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

給
食
費
の
年
間
費
用

は
6
1
0
0
万
円
く
ら
い
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
4
4
0
0
万

円
の
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
給
食
セ
ン
タ
ー
も

厳
し
い
基
準
の
中
で
運
営
し
て

い
く
。
今
後
、
そ
の
辺
の
試
算

を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

早
川
町
や
身
延
町
も
完
全

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。
市

川
三
郷
町
で
も
小
学
校
の
給
食

費
が
完
全
無
償
化
に
な
り
、
中

学
校
も
あ
と
2
年
く
ら
い
で
無

償
化
に
な
る
見
込
み
。
市
川
三

郷
町
と
富
士
川
町
は
財
政
・
人

口
数
と
同
規
模
で
あ
る
の
で
、

無
償
化
を
目
指
す
べ
き
。

教
育
長　

財
政
的
に
現
時
点
で

は
難
し
い
。

問　

給
食
費
の
集
金
を
先
生
方

が
し
て
い
る
が
、
先
生
方
の
本

来
の
仕
事
で
は
な
い
。
こ
の
労

力
と
時
間
を
子
ど
も
た
ち
に
費

や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
た
ら
公
費
で
の
会
計
に
移

行
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

最
近
の
若
い
親
御
さ
ん
た

ち
は
、
子
育
て
支
援
と
教
育
に

つ
い
て
熱
心
に
取
り
組
む
町
に

住
む
傾
向
に
あ
る
の
で
、
給
食

費
の
完
全
無
償
化
を
進
め
て
定

住
促
進
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

教
育
長　

保
護
者
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
支
援
を
す
る
施
策
と

い
う
こ
と
で
、
給
食
費
だ
け
で

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
や

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議員堀 内 春 美
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7大事業の状況は

児童センターは約7億円内
を完成目標としている

進む新児童センター工事

問　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
6
月
号
の
広
報
に
「
約
7

億
円
で
完
成
を
目
指
す
」
と
あ

っ
た
が
、
概
算
10
億
円
の
計

画
に
対
し
、
何
を
削
減
で
き
た

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

当
初
計
画

は
他
の
自
治
体
事
例
を
参
考
に

し
た
概
算
で
あ
る
。
設
計
関
連

費
約
2
9
0
0
万
円
、
用
地
取

得
費
約
7
0
0
0
万
円
、
建
築

工
事
費
約
5
億
2
7
0
0
万
円
、

そ
の
他
経
費
約
3
6
0
0
万
円

で
、
約
7
億
円
の
範
囲
で
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

問　

町
民
交
流
広
場
に
つ
い
て

今
後
の
工
事
予
定
は
。

都
市
整
備
課
長　

4
0
0
m
ト

ラ
ッ
ク
の
仕
上
げ
工
事
と
サ
ッ

カ
ー
場
の
下
地
舗
装
工
事
は
30

年
3
月
に
完
成
。
31
年
度
に

陸
上
競
技
場
と
サ
ッ
カ
ー
場
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
今
年
度

は
人
工
芝
舗
装
工
事
な
ど
整
備

す
る
。
そ
の
後
は
管
理
棟
、
駐

車
場
、
芝
生
広
場
な
ど
整
備
し
、

35
年
度
に
は
公
園
全
体
の
供
用

を
目
指
す
。
総
事
業
費
約
10
億

円
で
、
概
算
事
業
計
画
に
変
更

は
な
い
と
考
え
る
。

問　

新
町
立
図
書
館
の
蔵
書
ス

ペ
ー
ス
や
読
書
室
、
町
民
利
用

の
談
話
室
な
ど
配
置
概
要
と
事

業
概
算
は

生
涯
学
習
課
長　

配
置
概
要
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
段
階

で
あ
る
。
概
算
事
業
費
は
敷
地

の
調
査
設
計
に
約
5
0
0
0
万

円
、
建
設
工
事
に
約
6
億
円
、

用
地
取
得
と
建
物
補
償
お
よ
び

道
路
整
備
に
3
億
5
0
0
0
万

円
を
見
込
み
、
概
算
10
億
円

で
進
め
て
い
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
討
概

要
と
概
算
事
業
費
は
。

教
育
総
務
課
長　

敷
地
面
積
は

4
0
0
6
㎡
、
施
設
の
構
造
は

鉄
骨
造
平
屋
建
て
一
部
2
階
建

て
で
あ
る
。
1
日
の
調
理
能
力

1
5
0
0
食
と
定
め
る
こ
と
か

ら
、
延
べ
床
面
積
は
1
3
5
0

㎡
で
、
年
間
稼
働
日
数
2
0
0

日
を
予
定
し
て
い
る
。
概
算
費

用
は
用
地
取
得
費
6
2
0
0
万

円
、
設
計
委
託
費
4
8
0
0
万

円
、
建
築
工
事
費
6
億

9
1
0
0
万
円
、
厨
房
設
備
機

器
2
億
4
4
0
0
万
円
の
総
事

業
費
10
億
4
5
0
0
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

町
民
体
育
館
に
つ
い
て
、

建
設
基
本
計
画
検
討
委
員
会
の

答
申
は
い
つ
こ
ろ
か
。

生
涯
学
習
課
長　

29
年
9
月

か
ら
3
回
開
催
し
、
審
議
い
た

だ
い
て
い
る
が
答
申
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
未
定
で
あ
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】

・
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

・
リ
ニ
ア
側
道
に
つ
い
て

・
か
じ
か
の
湯
の
経
営
状
況
に

　

つ
い
て

議員青 栁 光 仁
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福祉保健課は現在地に

窓口業務は
ワンストップ化で

問　

新
庁
舎
整
備
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。

管
財
課
長　

現
況
レ
イ
ア
ウ
ト

調
査
・
文
書
量
調
査
・
来
庁
者

窓
口
利
用
調
査
・
会
議
室
利
用

実
態
調
査
や
、
職
員
へ
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
執
務
環
境

整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

問　

福
祉
保
健
課
に
つ
い
て
は
、

「
ふ
れ
あ
い
の
郷
」
内
に
置
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
、

総
合
的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
を
推
進
す
る
ほ
う
が
良

い
と
思
う
が
。

管
財
課
長　

「
富
士
川
町
新
庁

舎
整
備
基
本
計
画
」
で
は
、
福

祉
保
健
課
な
ど
出
先
の
行
政
機

能
は
新
庁
舎
に
移
転
す
る
予
定

で
あ
る
。
行
政
機
能
を
新
庁
舎

に
集
約
し
、
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
化
に
よ
り
、
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
充
実
を
高
め
て
い
き
た

い
。

問　

福
祉
保
健
課
を
現
在
地
に

置
き
、
継
続
的
に
機
能
を
発
揮

し
て
業
務
に
あ
た
れ
ば
、
建
設

費
の
削
減
も
見
込
ま
れ
る
が
。

管
財
課
長　

福
祉
保
健
課
を
移

動
し
な
け
れ
ば
床
面
積
等
が
減

る
の
で
、
建
設
費
の
抑
制
に
は

な
る
と
思
う
が
、
や
は
り
窓
口

業
務
の
集
約
化
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

図
書
館
基
本
構
想
で
は

「
地
域
資
料
ス
ペ
ー
ス
」
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
の

具
体
的
構
想
は
。

生
涯
学
習
課
長　

限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
中
で
、
学
習
室
や
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
も
広
く
確
保
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
富
士

川
町
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

検
討
し
て
い
る
。

問　

現
教
育
文
化
会
館
一
階
を

活
用
し
て
「
富
士
川
町
郷
土
資

料
館
」
を
設
置
し
、
新
図
書
館

の
地
域
資
料
ス
ペ
ー
ス
機
能
と

連
携
を
図
れ
ば
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
思
う
が
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
、
町
所

有
の
郷
土
資
料
は
散
在
し
て
い

る
。
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
を

有
す
る
郷
土
資
料
の
総
合
的
展

示
施
設
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
教
育
文
化
会
館
は
、
改
修
や

建
て
替
え
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

既
存
公
共
施
設
再
配
置
の
動
向

や
地
域
と
協
議
し
、
資
料
展
示

施
設
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い

く
。

問　

新
図
書
館
の
完
成
ま
で
、

学
習
で
き
る
場
所
を
確
保
で
き

な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

児
童
・
生
徒

の
学
習
場
所
の
提
供
は
必
要
だ

と
理
解
し
て
い
る
が
、
新
図
書

館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
町

内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

議員望 月 　 眞

新
町
立
図
書
館
機
能
と

郷
土
資
料
館
の
設
置
は
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「富士川町新庁舎整備基本計画」検討結果報告書より引用

※階層構成をイメージしたものであり、建物の形状及び階数は確定したものではありません。

最上階

新庁舎の階層イメージ

中層階

1階



総合健診の受託先を
変更できないか

現状では無理である

問　

現
在
総
合
健
診
を
山
梨
県

健
康
管
理
事
業
団
に
委
託
し
て

い
る
が
、
地
域
医
療
の
体
制
充

実
の
観
点
か
ら
、
富
士
川
病
院

に
変
更
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

現
在
、
町
内

3
カ
所
を
会
場
と
し
て
、
総
合

健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
年
間

の
受
診
者
は
約
4
千
人
で
あ
る
。

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
診

療
お
よ
び
病
院
内
健
診
の
充
実

を
図
る
た
め
、
29
年
度
か
ら

地
域
へ
出
向
い
て
の
健
診
は
行

っ
て
い
な
い
。
町
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
が
受
診
で
き
る

よ
う
、
町
民
会
館
な
ど
地
域
で

の
総
合
健
診
を
、
今
後
も
実
施

し
て
い
く
の
で
受
託
先
を
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　

現
在
、
町
の
総
合
健
診
を

富
士
川
病
院
内
で
行
っ
て
い
な

い
が
、
分
散
化
し
て
病
院
で
実

施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

病
院
内
の
会

場
の
広
さ
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、
設

備
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
と
し

て
、
病
院
内
で
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
人
数
は
、
1
日
60

人
が
限
度
で
あ
る
。

問　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ

る
と
、
全
国
的
に
は
健
診
セ
ン

タ
ー
の
黒
字
施
設
が
94
％
、
営

業
利
益
率
32
％
で
あ
る
。
今

後
、
資
金
投
入
し
て
で
も
富
士

川
病
院
で
検
診
が
で
き
る
よ
う

改
善
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

地
域
に
出
向

い
て
の
健
診
は
黒
字
で
あ
る
と

こ
ろ
が
多
い
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
現
在
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
経
営
改
善
を
大
き
な
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
診
療
と
施
設
内
健
診
の
充

実
を
図
る
こ
と
、
人
員
体
制
も

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

地
域
に
出
向
い
て
の
健
診
の
復

活
は
現
状
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

町
立
図
書
館
基
本
構
想
が

承
認
さ
れ
、
2
年
7
カ
月
経
過

し
て
い
る
。
以
後
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

富
士
川
町
立

図
書
館
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
利
用
者
や
有
識
者
に

よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
図

書
館
の
基
本
的
な
方
向
性
や
機

能
な
ど
を
検
討
し
、
27
年
10
月

に
提
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
を
も
と
に
、

建
設
に
向
け
た
協
議
を
国
と
重

ね
、
29
年
10
月
に
は
、
敷
地
調

査
お
よ
び
設
計
業
務
に
か
か
る

委
託
契
約
を
、
関
東
地
方
整
備

局
長
と
締
結
し
た
。
現
在
は
国

と
連
携
・
協
力
し
基
本
設
計
を

進
め
、
30
年
度
末
に
は
、
実

施
設
計
ま
で
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

議員秋 山 　 仁

新
町
立
図
書
館
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
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引きこもり対策の
取り組みは
居場所づくりや訪問、
就労支援を

問　

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
基
礎
的
事
業
」
と
は
。

福
祉
保
健
課
長　

当
町
で
は
引

き
こ
も
り
に
特
化
し
、
専
門
職

に
よ
る
相
談
支
援
、
居
場
所
づ

く
り
、
訪
問
な
ど
を
実
施
。
社

会
参
加
か
ら
就
労
支
援
体
制
を

構
築
す
る
。

問　

秋
田
県
藤
里
町
の
社
協
は
、

引
き
こ
も
り
の
訪
問
調
査
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
、
支
援
が
必

要
な
人
が
支
援
す
る
側
に
な
っ

て
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

参
考
に
し
た
取
り
組
み
を
実
施

で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

参
考
に
し
て

社
協
や
民
間
事
業
所
な
ど
と
協

働
で
構
築
し
た
い
。

問　

地
域
福
祉
の
担
い
手
は
社

会
福
祉
協
議
会
で
あ
る
。
福
祉

で
ま
ち
づ
く
り
が
構
築
さ
れ
る

よ
う
な
社
協
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

社
協
で
は
住
民
座
談
会

を
開
催
し
、
住
民
の
声
を
多
く

拾
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動

の
指
針
と
す
る
、
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
今
後
策
定
し
て
い
く
。

問　

町
内
の
幼
児
、
児
童
生
徒

の
安
全
お
よ
び
、
そ
の
地
域
を

含
め
た
安
全
対
策
と
し
て
、
保

育
所
・
小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
は
。

教
育
総
務
課
長　

今
後
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
も
視
野
に
入
れ
、

犯
罪
の
防
止
お
よ
び
抑
止
に
努

め
る
。

問　

自
治
会
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
補

助
金
制
度
を
新
設
す
る
考
え
は
。

防
災
課
長　

県
警
も
普
及
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
町
も
生
活
安

全
条
例
に
地
域
安
全
活
動
に
対

す
る
支
援
、
環
境
整
備
な
ど
を

明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
検
討

す
る
。

問　

「　

米
駐
在
所
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
の
よ
う
に
、
そ
の

他
の
駐
在
所
エ
リ
ア
で
も
警
察

署
と
連
携
し
た
見
守
り
が
で
き

な
い
か
。

防
災
課
長　

幅
広
く
組
織
化
さ

れ
る
よ
う
、
警
察
署
と
も
協
議
、

相
談
し
て
い
く
。

問　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
公
園
の

ト
イ
レ
は
和
式
が
多
い
。
高
齢

化
や
防
災
対
策
と
し
て
、
洋
式

に
改
修
、
ま
た
は
簡
易
の
洋
式

便
座
に
す
る
考
え
は
。

都
市
整
備
課
長　

ト
イ
レ
の
洋

式
化
は
必
要
で
あ
る
。
公
園
施

設
の
長
寿
命
化
と
併
せ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
も
必
要
で
あ
り
、

簡
易
の
洋
式
便
座
は
設
置
が
可

能
か
確
認
し
て
い
く
。

問　

十
谷
地
区
に
大
型
バ
ス
駐

車
場
の
建
設
に
伴
い
、
地
区
入

口
の
道
路
の
拡
張
整
備
が
で
き

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

道
路
の
拡
幅

を
検
討
す
る
中
で
、
調
査
す
る
。

議員小林有紀子

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
を

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
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第1回臨時議会第1回臨時議会

鮫田洋平／秋山　仁
●中巨摩地区広域事務組合議員

樋口正訓
●山梨県後期高齢者医療広域連合議員

井上光三／鮫田洋平
堀内春美／深澤公雄
小林有紀子

●峡南医療センター企業団議員

長澤　健
●監査委員（議会選出）

長澤　健／深澤公雄
小林有紀子

●峡南広域行政組合議員

青栁光仁／秋山　稔
望月　眞／井上和男

●三郡衛生組合議員

議会構成決定議会構成決定
議　長　井上光三 副議長　鮫田洋平

総務産業建設常任委員会
委　員　長　深澤公雄

副委員長　成田　守

委員
長澤　健／堀内春美／井上和男
樋口正訓／秋山　仁

教育厚生常任委員会
委　員　長　小林有紀子

副委員長　望月　眞

委員
鮫田洋平／青栁光仁／秋山　稔
笹本壽彦

広報常任委員会
委　員　長　堀内春美

副委員長　井上和男

委員
鮫田洋平／秋山　稔／笹本壽彦
秋山　仁

議会運営委員会
委　員　長　長澤　健

副委員長　青栁光仁

委員
鮫田洋平／堀内春美／深澤公雄
小林有紀子
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改選後の議会構成決定！改選後の議会構成決定！
改選後初となる臨時議会を4月25日に開催し、議長、副議長の選挙をはじめ
議会構成を決定した。
当局からは東川拡幅工事に関する契約案件が提案され全会一致で可決した。



議会広報モニター8人を委嘱
委嘱期間は議会だより第36号（平成31年3月議会）までとなります。
モニターの皆さまには読みやすくわかりやすい議会だよりになるよう、
ご意見をいただきます。1年間よろしくお願いいたします。

青木千恵さん 秋山孝文さん 岡﨑紀子さん 神山浩大さん

齊藤敬二さん 深澤　香さん 深澤かつ江さん 山村葉津美さん

今定例会は6月16日（土）に休日議会を開催し、当日は6人の議員が一般質問をしました。

傍聴者　49人
アンケート回答者　10人（男性2人、女性8人）休日議会を開催

ありがとうございました。皆さまのご意見を参考にさせていただきます。

傍聴者アンケート結果

50代
60代
70代
80代

4名
2名
3名
1名

年齢
今回が初めて
以前にも傍聴した

2人
8人

議会を傍聴した事は？

仕事が休みなのでゆっくり傍聴できる
議会の実態が分かって良い
開かれた議会大賛成

6人
1人
1人

休日議会開催の良い理由は？

良い試みである
しなくてもよい

9人
1人

休日議会の試みは?
希望する 10人

今後も休日議会を希望しますか?

●一般質問の日程を早く知らせて欲しい
●時間が読めて良い、今後も継続を希望する
●若い世代に傍聴して欲しい

休日議会への意見・要望
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❶現在は穂積地区の上高下に住んでいます。平林の
（旧）増穂西小学校が閉校になるか否かの時に、
我が家の小学生3人を西小へ転校させて「西小学校
を存続させるべきだ」と思って行動を起こしたこと
がきっかけです。
❷2015年に来たので、現時点で4年目になりました。
❸町に対する住み心地の「良し悪し」は、特に感じ
ませんが、上高下に引っ越して来て良かったと思っ
ています。この町や場所というよりも「人」ですね。
大きな図書館がないことは残念です。3年住んでよ
うやく「この地域に居させてもらってもいいんだ」
と感じることができたと思っています。町内のバス
便は「中学生や高校生向けに『必要な時間帯』での
増便をすべきです。それと、土日などに誰も乗って
いないバスは不必要で無駄ではないでしょうか････。
❹穂積地区の少子・高齢化を止めることは困難な
ことだと思います。町も集落も「イベントなど楽し

いことで外部から人を集める活動」は行っています
が、それらは一瞬・短期間にうるおうだけです。
穂積地域にかかわらず、そこに住んで生活している
人々が快適で窮屈
でない生活ができ
る素敵な場所であ
れば、住みたいと
思う人が集まると
思います。存続さ
せていくのには、
比較的に若い世代
が心地よく過ごせ、
ほどよく地域と関
わりながら子育て
できる環境が必要
だと感じています。
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幸せな家族に恵まれて

富士川町へようこそ
1 富士川町に住むことになったきっかけは

3 富士川町の住み心地は
2 富士川町に住んでいる期間は

4 その他

◇夫婦と中学生の長男・次男
　小学生の長女・次女の6人家族。

❶静岡県からの転勤で以前は甲府に住んでいました。
知人が　米にできて、田植えの手伝いに来たのが最
初です。水が張られた棚田の景色にとても感動しまし
た。
　自然の多いところでの子育てや、通わせたい「森の
ようちえん」が富士川町でも始まることもあり移住を
決めました。
❷平成24年7月からです。
❸子どもとホタルを見に行ったり、クワガタ捕りなど
自然とふれ合いながら楽しく住んでいます。「　米」
の酒米づくりや熊野神社のお祭りのイベントクラブに
も参加させていただき、地域の方にもとても良くして
いただいています。
❹富士川町に来て4年ほどは田んぼをお借りして、少
しばかりですがお米作りをしていました。恵まれた場
所にいますので、近いうちにまた自分でお米作りをし
たいです。

豊田　裕彦さん米区 会社員

安岡　桃子さん穂積区 造園業・農業


